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　「幸せな偶然」というの
は、セレンディピティ（ｓｅ -
ｒｅｎｄｉｐｉｔｙ）を平たく言い
換えた表現です。この言
葉は、イギリス人小説家
のホレス・ウォルポール
が『セレンディップの３
人の王子』という童話に
ヒントを得て使い出した
造語だと言われていま
す。何かを探していると

きに、予想外の素晴らしい発見をすることを指して使わ
れます。また、セレンディピティと関連づけられて語ら
れる格言に、フランスの細菌学者ルイ・パスツールの
「チャンスは準備が整っている心に訪れる」というもの
があります。セレンディップ（昔のセイロン）の王子た
ちが、災難を逃れることができたばかりでなく、思わぬ
幸運に恵まれたのは、彼らのたゆまぬ鍛錬、鋭い観察や
深い思慮があったからにほかなりません。ただ待ってい
るだけでは「幸せな偶然」に遭遇できないのかもしれな
いのです。
　ノーベル賞級の発見という脈略で使われることもあり
ますが、見方を少し変えれば、私たちの日常の些細なこ
とから、一生忘れられないような出来事まで、人生は予
期せぬ幸せに満ちあふれていると解釈することも可能で
す。
　ＲＳＳＣに携わり５年目になります。４０年近い教員生活

の最後のステージで、この学び舎に集う皆さんとの「幸
せな偶然」の出会いを経験させていただくことになりま
した。私は、創立されて間もなかった放送大学教養学部
でのテレビ、ラジオ、ビデオ会議という新しい媒体によ
る生涯教育の企画実践を経て、２０００年に立教大学に移り、
昼夜開講の社会人対応大学院で主として教鞭をとってき
ました。いつも社会人の受講生に囲まれていたのですが、
ＲＳＳＣの活動の中で味わう受講生との繋がりは少し違っ
ています。同世代ということもあり、互いにある種の準
備が整っている者にもたらされたまさに幸せな偶然なの
だと感慨深く感じることが多々あるからです。
　どのような準備なのかについては、個々の受講生に
よって多様です。強いて共通項を探すとすれば、各人が
現在人生のどんな局面にあるのかを見据え、これからど
のように生きたいのかについて真剣に考えているという
ことでしょうか。授業、ゼミ、社会活動などを通して、
何を知識として得るのかだけではなく、どのように得る
のかについて模索し、また和気あいあいとした雰囲気の
中で行われる相互研鑽によって友情を育み、持続的な
ネットワークを構築することがＲＳＳＣでは常に図られて
います。毎年夏休みには清里清泉寮でゼミ合同合宿が開
催されるばかりでなく、魅力的な講師を招聘した公開講
演会や修了生との繋がりを深める同窓会活動、ＮＰＯなど
による社会貢献も盛んです。
　ＲＳＳＣで、あなたも「幸せな偶然」に遭遇してみませ
んか。

 � 　平賀　正子立教大学名誉教授　　　　　　　　　
立教セカンドステージ大学担当教員
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　２０１９年４月３日満開の桜の中、立教セカンドステージ大学

本科１２期生８８名、専攻科１１期生４２名の入学式が立教学院諸聖

徒礼拝堂（チャペル）にて行われました。

　荘厳なチャペルに美しいパイプオルガンの音色が響きわた

るなか式典が始まり、郭洋春学長の訓辞、諸先生方より祝辞

をいただき、入学の喜びと期待に胸を躍らせながら新たな一

歩を踏み出しました。

　２０１９年度の本科生の仲間は、どんな人たちでしょうか？
　大学生活にも慣れた６月末にアンケートを実施し、８６名（男子４４名・
女性４２名）から回答をいただきました。
ご協力、ありがとうございました。

１．ＲＳＳＣの同期だと思うと親近感が湧き、打ち解けやすい。
２．図書館の使いやすさ、スタッフの方々の対応の良さはすばらしい。
３．多様な人や価値観との出会いは新鮮だ。
４．授業もゼミも委員会活動もいろいろ頑張りすぎて時間が足りない。
５．修了論文のために研究論文や書籍を読み込む時間がもっと欲しい。
６．新しい知識や考え方に接し、とてもいい刺激を受けている。
７．リベラルアーツを極めた先生方が学問のエッセンスを講義して下さり、とても
分かりやすい。

◇本科生から寄せられた多くのフリーコメントのうち代表的なものを紹介します◇

2019年度入学式
～学び・出会い・感動の喜びをともに～

本科生の横顔
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＜　いちばん大きい ⇔ いちばん小さい　＞
・年齢分布　８１歳⇔５０歳（２０１９年４月１日現在）
・通学時間　長野から高速バスで３時間２０分⇔自宅から自転車で５分
・通学日数　週５日（２５時間/週）⇔週１日（５時間/週）

・職種はさまざまですが、教員と金融関係が多いようです。
　現在もお仕事を続けている方は全体の２９.０％です。

・ボランティア活動を行っている方は全体の２２.７％です。
　男性は地域活動(町会や小中学校)、女性は福祉関係（高齢者
や障がい者サポート）が多いようです。

受講生にインタビュー

　ＲＳＳＣとのコンタクトは昨
年末の新聞広告がきっかけで
した。人生１００年の声が聞こえ
てくる中で、自分の知的財産
が枯渇し、あと２０年持つかと
いう懸念がありました。年明
けにＲＳＳＣから募集要項が届いたことがきっか
けで、改めて、一般学生との共通科目が選択で
きることと夏期集中講義があることを知り、知
的レベルは高められると判断しました。
　この大学の魅力とは、１．修了論文へ向けての
テーマ探しをゼミ内でワイワイガヤガヤ詰めて
いく知的な楽しさ　２．ゼミの教材も刺激的で
す。例えば、『日本人の法意識』（川島武宜著）
で契約意識の違いを再認識したこと、及び『ベ
ニスの商人』の解釈で半世紀前に読まなかった
原文に邂逅したことです。

１００歳まで２０年もある！　松澤　勝さん

　私は生涯現役、生涯学習を
モットーに６０年間働きずくめ
の人生でした。「７７歳を期にや
りたい事をする」この一念と、
「大学の風」に当たって学習
してみたいという想い、さら
には立教創立者Ｃ.Ｍ.ウィリア
ムズ主教の「道を伝えて己を伝えず」の教えに
感動して、ＲＳＳＣへの入学を決意しました。
　大学での先生方の教え方はさすが、内容が深
く、話術もたくみで、私は電子辞書を片手に聞
き入っております。
　又、なにより楽しくなごむ場所は千石英世先
生のゼミです。１１人の仲間達は個性豊かでよく
研鑽し合うように運営されています。これから
が楽しみです。
　私は島崎藤村が愛した、自然と詩情豊かな信
州は小諸より、火、水、木、と毎週３日間、高速
バスで通学しております。往復で４２０㎞、７時
間弱です。今、毎日の通学が楽しくて、池袋東
口から大学までの歩きでかいた汗を、マキム
ホール横のベンチで拭うのが、一番ホッとする
時です。
　これからも健康一番、最後までがんばります。

高速バスで小諸から通学！　清水　昭男さん

＜いちばん多い＞
・受講科目数　８科目
・年齢分布　６０～６４歳
・住居地　　　　東京
・通学日数　　週３日
・通学時間　　１時間

浮浮かかびび上上ががっったた１１２２期期生生のの横横顔顔
６４.４歳 ６１.２歳平平均均６６２２..９９歳歳
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本科ゼミナール紹介本科ゼミナール紹介

◆一気に北山ワールド
　北山ゼミの特徴は、なんと言っても北山晴一先生のリーダーシップにあります。一年
間かけて各自が修了論文を完成させるくらいの軽い気持ちで臨んだ女性６名、男性５名
のゼミ生ですが、ゼミの冒頭からいきなり冷や水をかけられ一気に北山ワールドに引き
込まれてしまいました。何と修論のテーマを次回の自主ゼミで各自プレゼンしろとのご
下命を、第１回目のゼミで受けたのでした。以降、概要書の作成（本来は完成後に作ら
れるはずのものですが）、参考文献の提示（１０冊以上！）、目次の章立て、章ごとの概要
作成、第１章の冒頭部分の作成と続いています。
　次から次へと繰り出されるメニューを前にアップアップ気味（笑 ̂  ̂ ）ゼミ生もちらほ
ら。しかし、与えられた一年間の貴重な時間を有意義に、緊張感をもって、楽しく共有
すべしとの北山先生の兄貴心と受け止め、セカンドステージを踏み出す決意を新たにし
ています。時には、ゼミを離れパリ談義に花を咲かせることも楽しみです。

北山ゼミ

栗田ゼミ

鈴木ゼミ

千石ゼミ

◆フィールドワークを大切に
　文化人類学がご専門の栗田和明先生にご指導いただく「栗田ゼミ」は、男性６名、女性
５名の計１１名です。第一回目のゼミは、年代や経歴、興味、個性も様々に異なるゼミ生が
集まっての、緊張と不安の中でのスタートでした。先生から早速、修了論文のタイトルや
文章構成、今後の日程等について、丁寧なご指導がありましたが、未だテーマを絞り切れ
ていないゼミ生もおり、そのテンポの速さに驚いた者も。先生のグローバルな研究内容は、
著作『アジアで出会ったアフリカ人』（２０１１年）にも紹介されていますが、フィールドワー
クを大切にする研究姿勢に共鳴して、テーマ設定では、「地域コミュニティ」「高齢者問題」
等の社会的テーマを選択したゼミ生が多いです。入学して二か月が経過し、にこやかな先
生の笑顔と助言に支えられて、当初緊張気味だったゼミの雰囲気も、今では打ち解けて、
明るく、活発な議論が展開されるようになり、お互いの親睦と交流を深めています。

◆笑顔で出発進行！
　鈴木正男先生を囲んだ我がゼミは、男性６名女性４名の１０名で構成されています。メ
ンバーは５０代から７０代、これまでの経歴も学びの目的も目標もそれぞれですが、お互い
を尊重しつつ意見を出し合い、和やかな学びの時間を共有しています。初めての出会い
の日、先生から専門分野である人類学のお話や、長年携わって来られた立教大学原子力
研究所の数々の功績のお話を伺いました。
　先生を含めたゼミ員同士が認め合い、親しみ合っています。時にはゼミ員がお土産を
配り、みんなで憩います。そんな和気あいあいとした空間をつくれるのは、穏やかでい
つも笑顔の絶えない鈴木先生のおかげでしょう。しかし、学問追究へのまなざしは鋭く、
私たちへ的確で厳しいお言葉を投げて下さいます。私たち１０名は、鈴木先生に見守られ、
課題の論文完成に向けて日夜努力しています。

◆千石イレブン
　千石ゼミは、溢れる知性と個性の火花が散る、明るい集団です。「アカデミックに」を
旗印に、文化と社会を語って知的刺激をゼミ生に与えてくださる千石英世先生。最年長で
信州から遠距離通学、養蚕農家のアキオさん。気は優しくて力持ち、天下国家を憂える朝
ちゃん。ボランティア活動家として地域共生社会を考えるイチコさん。認知症予防に真剣
に取り組む、お洒落な元保険セールスレディのケイコさん。登山と絵画を趣味とし、会社
経験を客観的に見直そうとするショウイチさん。内外の美術に詳しく、特に日本画に造詣
が深いジュンコさん。　パソコンマスター・詩歌誌編集者に飽き足らず、源氏物語に挑戦
するマコトさん。町会という地域活動の在り方を問う、若手男性のマサユキさん。映画・
文学・芸術に幅広い関心と鑑賞経験が豊富なミカコさん。ピアノとＮＰＯと尊厳死が最大の
関心事のミツコさん。読書家で口八丁手八丁のロマンチスト、ユキシゲさん、という１１人
のメンバーが揃いました。
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RSSCではすべての受講生がゼミに所属しています。経験豊かな先生方の親身な指導によりRSSCではすべての受講生がゼミに所属しています。経験豊かな先生方の親身な指導により
ユニークなテーマの修了論文執筆に取り組み、切磋琢磨する中でゼミ生同士の懇親を深めていますユニークなテーマの修了論文執筆に取り組み、切磋琢磨する中でゼミ生同士の懇親を深めています

成田ゼミ

野澤ゼミ

野田ゼミ

平賀ゼミ

◆成田ゼミは「前向き・協力・実行」ゼミ
　成田廉昭先生のもと、１２名のメンバーが修了論文に取り組んでいます。成田先生は、
私達の主体性を重視され、その上で適切な助言や指導を行っていただけるので私達はと
ても嬉しく思っています
　さて、これまでの人生を通して、多種多様な経験を積み重ねて来た私達は、毎週のゼ
ミの集まりで、各自が持っている人生観や考え方を生かし、意見の交換を活発に行って
います。ストレートに論文に迫っていくというよりは、問題に関連する様々な意見や質
問を出し合い討論を行う中で、徐々に答えに至る光が見えてくるといった印象です。
　さらに、懇親会や学外活動などは、親睦を図ると共に、互いに視野を広げることがで
き、今後の大きな力になってくれることでしょう。
　成田ゼミは、「前向き、協力、実行」を旗印に一歩一歩力強く進んでいきます。

◆世代を超えて～野澤ゼミ開幕！
　ゼミがはじまって早々、民法がご専門の野澤正充先生からの宿題は、「『ヴェニスの商人』
を読む」。みな「宿題じゃなきゃ、読むこともなかったなぁ」と言いながら、世界の法意
識にはじまって、最後は「人肉裁判」について熱く討論。８２歳法学部出身の長老は「おっ
しゃる通り！すばらしいねぇ」と５１歳の若者（！）の意見を盛り上げ、６３歳が「ボクはこ
の場面が一番かっこいいと思うな」と独自色で押し切れば、まじめな６７歳ゼミ長が「プロ
レスの筋書きみたいなどんでん返し」と表現し、まわりを驚かせました。
　論文のテーマ出しも個性的で、「高校野球」「待機児童問題」「ムーミン」「地元の高齢者
対策」「歌舞伎」「自動運転」「クリムト」「成年後見制度」などなど。
　懇親会は中華料理や原宿でのバーベキューと５８歳の宴会担当が大活躍。非常にお忙しい
野澤先生もご参加くださり、「いや～みなさんの前向きな授業の参加のしかたには、本当
に刺激をもらいます」とお褒めの言葉をいただき、またやる気になるのでした。

◆ＯＫ２ＳＴ３ＮＦＨＹ
　事実や実体験に基づいた物語から、自然とは何かを問う「ネイチャーライティング」。
人間と自然とのあいだに何らかの関係性を見いだす思考「交感」。これらを専門分野とす
る野田研一先生が触媒となって、メンバーそれぞれが相互に化学反応を起こしはじめてい
ます。これまでの経験を活かして「さらなる高みをめざす者」、この機会にこれまでとは
異なる「新たな経験に向かって挑戦をはじめる者」。それぞれの思いのこもった学びと活
動がエネルギーとなって、「入学当初のこころざし」、そして「現在の心境」、さらには「こ
れからの歩みと成長」に変化をもたらしています。実りある終焉に向かって、希望を胸に
秋学期に臨むつもりです。「ＴＥＡＭ　ＮＯＤＡ」の今後が大いに期待されます。
（注）ＯＫ２ＳＴ３ＮＦＨＹは、ゼミメンバーの頭文字です。

◆ふりかえり、そして新たなる旅立ちへ
　ゼミのメンバーは、言語学者の平賀正子先生を筆頭に、これまで教師、翻訳家、主婦、
商社マン、エンジニア、行政マンなど、様々なキャリアを持った仲間たちです。ここ立
教に集った目的もそれぞれ「新たな出会いを求めて」、「過去を振り返りつつの自分探
し」、そして「次のステップへの飛躍」、「“人生フルーツ”の幕を如何に下ろすか」と
様々です。
　修論については、平賀先生から、各自の個性を尊重した上での温かくきめ細やかな指
導を頂いています。自主ゼミにおいても、各自のテーマについて自由でサポーティブな
意見交換を行っています。
　今後目白押しの野外活動・校内行事、そして飲み会・茶話会では、仲間との語らいを
大切に。ゼミ以外でもお互い理解を深めつつ、“自由の学府”での出会い・勉学をきっ
かけに、これからの生き方、人生を更におもしろく創りあげ、みんなで再度の青春を満
喫しましょう �
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本科修了後、さらに勉学を続けている専攻科のゼミ紹介です。

１０期生　山本順子さん

　私が立教大学大学院２１世紀社会デザ
イン研究科に進学したのは、ＲＳＳＣ修了
生の方々が多く進学されていて、身近に
感じたからです。そして、ＲＳＳＣ修了後、
もっと継続して学びたいと感じたからです。ＲＳＳＣで
は「オリンピック・パラリンピック・レガシー研究会」に
入りました。パラスポーツの応援がライフワークと
なっています。それもこれも、一緒に活動する仲間が
いたからです。
　２０２０年パラリンピックのボランティア活動をした
いと考えていた時、「手話」が出来たらいいなぁと思い、
習い始めました。その中で、手話には閉ざされた言語、
歴史があったことを知り、大学院では、「ろう者と聴者
の相互理解を進めるための手話の社会的意義に関する
研究」について研究しようと思っています。これは、
専攻科の修了論文でも同じテーマで書きましたが、よ
り一層、深く掘り下げていきたいと思っています。 
　考えてみれば、現在の自分があるのは、ＲＳＳＣで出
会った先生から、学ぶ素晴らしさを得たからです。ま
た友人からは、多くの気づきをもらいました。家族に
は、理解と応援をしてもらっています。「兎に角何時迄
も気を若く持って、引っ込み思案をしないということ
が、健康には何よりの良薬であるように思われる」と
いう渋沢栄一の言葉が好きです。

専攻科ゼミ便り専攻科ゼミ便り　　　　　本本科修了後、専攻科に進んだ42名のゼミ便りです科修了後、専攻科に進んだ42名のゼミ便りです

１０期生　山口一夫さん

　私は現在、埼玉県で本年新設された「彩
の国いきがい大学プラチナコース（５０
名）」やその他の講師活動の傍ら、英語通
訳ボランティアガイド（東京ＳＧＧ所属）
として、浅草や上野公園を中心に活動しております。
　講師を始めるきっかけは、専攻科へ進み、修論テー
マを検討する中で修了後の自らの人生シナリオについ
ても真剣に考えねばと思ったからです。そして、同じ
悩みを他の多くの仲間も抱えていることに気づき、修
論テーマを『人生１００年時代のセカンドライフ・デザイ
ン』に決めました。修論を書きながら同じテーマで講
座を企画・開発するという大胆なことを思いつき、合
わせて埼玉県の講師募集試験にも挑み、運よく採用と
なりました。その後、２日間のパイロット講座実施の
機会をいただき、その結果が評価され講師としての第
一歩がスタートしました。
　ＲＳＳＣを振り返ると、自分の中では専攻科をゆるや
かな大学院と想定し、修論テーマを修了後も仕事や社
会貢献活動を通して追い続ける研究・学習テーマとし
て位置付けました。このような自由度に加え、第二の
人生を共に励まし合える５０代～７０代の素敵な若者達と
出会えたことが私の財産となりました。

ＲＳＳＣ専攻科修了生の活躍

◆十人十色のハーモニー
理論経済学をご専門とされる黒木龍三先生と男性３名女性６名の計９名のゼミ生です。『世間とは何か』（阿部謹
也）を輪読し、日本社会と西欧の違い、日本文学から読み取る世間について、ブレーンストーミングが始まりま
す。
懇親会ではイタリアンでワインを楽しむ、予想以上に楽しい黒木ゼミです。

黒
木
ゼ
ミ

◆明るく・楽しく。有意義に！
今年のゼミは９名（男性７名、女性２名）、ゼミでは、各々の個性や仕事の経験を基に様々な意見交換を行い、
日々研鑽しています。ゼミ終了後は、先生を交えながら今度は美味しいお酒でますます話しが弾みます。坪野谷
雅之先生は経済がご専門ですが、温和な人柄に加え、柔軟な思考と豊富な知識・経験で私たちを見守っていただ
いています。

坪
野
谷
ゼ
ミ

◆己を探求する
アメリカ文学が専門の渡辺信二先生とメンバー8名（男性6名、女性2名）、年齢/経歴/興味や修了論文テーマも全
く異なる個性豊かな集団となりました。立教セカンドステージ大学専攻科まで進学し、仲間との出会いに感謝し、
ここでの学びが各自の人生に於いて有意義な一コマとなるよう大切に過ごしています。

渡
辺
ゼ
ミ

◆みんな違ってみんないい！
○た 面的に事象をとらえ、○か たい土台と○は しらを組み立て、○し っかりした家のような論文を書き上げることが目標
です。率直な意見交換と素朴な疑問に笑顔で応えるゼミの仲間たち。自由な時空を漂う８人を、高橋輝暁先生は
知的でユーモアを交えながら明解な次ステージへ導いてくださいます。

高
橋
ゼ
ミ

◆自然に親しもう
ウォーキングが好き、山が好き、スポーツが好きという人たちが男女４人ずつ集まりました。本科の修了論文を
共有したり、新しい課題の意見交換をしています。自然と触れ合うことが好きな仲間たちは上田恵介先生と一緒
に、鳥観察会、ホタル観賞会、ゼミ後の懇親会で盛り上がっています。論文はこれから本格的に取り組みが始ま
ります。

上
田
ゼ
ミ

ー６ー



立立教教のの人人

　立教セカンドステージ大学（ＲＳＳＣ）は２００８年に、立教大学が生涯教育の新しいスタイル
を提供する目的で設立されました。以来、教職員が一致協力して充実を図り、昨年、１０周
年を迎えています。最近、ＲＳＳＣを模倣してシニア教育を行う大学が他にも現れましたが、
これはＲＳＳＣが生涯教育のパイオニアであり、モデルであることの証です。
　ＲＳＳＣの成功は教職員の努力に加えて、受講生の学びへの熱意と修了後の人生の歩みに依
るところが大きいのは間違いないところです。我々が提供しているのは、単なる学び直しやリカレント教育で
も、教養講座でもありません。立教大学の最大の強みであるリベラルアーツを幅広く学ぶことにより、シニア
の方々が自分の能力を再認識・再発見して、人生の次のステージを価値あるものにするためのアイデンティティ
を確立する場です。ＲＳＳＣを修了したシニアは２０１９年度で１,０００人に達し、ネットワークを作って社会に貢献す
る責任を果たしつつ、豊かな人生を過ごしています。ＲＳＳＣも社会貢献活動サポートセンターを中心に、ＯＢ・Ｏ
Ｇの活動を応援する体制を整えています。
　ＲＳＳＣのＲは立教のＲですが、私はＲＳＳＣで学ぶ意義、即ち、価値観をＲｅｓｅｔし、能力をＲｅｍｉｎｄして、人生を
Ｒｅｓｔａｒｔするという意味を「３つのＲ」に込めたいと思います。２０２０年度はＲＳＳＣをさらに拡充する計画であり、
多くのシニアの方がこの学びの場を目指されるのを期待しています。
　今後もしも時間ができたら、私もＲＳＳＣの教壇に立ちたいと思っています。不平等をなくし社会を明るくす
る「平和経済学」をシニアの方々といっしょに考えたいですね。

　立教大学の正門右手に、立教の
シンボルである立教学院諸聖徒
礼拝堂（チャペル）があります。
優しい笑顔が魅力的な宮�先生
にお話を伺いました。
「チャペルは、来年１月で礼拝堂
聖別から１００年を迎えます。１００年間のいろいろな人
の想いがあり、池袋の街とともに歩んできたとても
アットホームな地域連携のチャペルです。卒業生に
とっても初期の頃から変わっていないメモリアルエ
リアだと思います。私たちチャプレンは人と一緒に
いることが仕事で、いろいろな人に出会います。人
間は皆不思議で、人それぞれ全く違い、そのような
一人一人のキャラクターに出会えることや日常の一
人一人の輝き、命の輝きを日々感じられることが喜
びです。
　セカンドステージの皆さんと一緒に聖書を読むと
きには、人生の経験を積んだ厚みを感じます。聖書
は経験があればあるほど、自分の人生の経験と重な
り合って身近で面白いものだと思います。チャペル
は皆さんのホームです。みなさん『ホームカミン
グ！』修了後もいつでもお待ちしています。」

　「『入館証（＝受講証）には価値
がある。』RSSCの方が言った言
葉ですが、素晴らしい言葉だと
思います。」中村先生にお会いし
て、最初におっしゃった言葉で
す。また「図書館は、知的な刺
激があり、人生を豊かにする場所です。」とも。こ
の場所に入れる鍵をセカンドステージ全員が、
持っているわけです。この鍵を使わない選択はな
いと思います。「今の学生は、新聞をあまり読みま
せん。RSSCの方々が新聞を読んでいる姿を見せる
だけで価値があります。」セカンドステージの年代
は、新聞から知識を得たことを若者に教えてあげ
ましょう。「分らないことがあったら、カウンター
に説明する人がいますから、ドンドン聞いて下さ
い。」分からなければ、聞けばいいのです。この素
晴らしい図書館を活用しない手はないと思いまし
た。
　事務室３０名を引っ張り、現場の矛盾や、葛藤に
携わることが楽しいとおっしゃる就任２年目の中
村先生でした。

ニューズレター２３号委員が立教学院のキーパーソンから
お話を伺いました。
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立教セカンドステージ大学学長・立教大学総長　郭　洋春先生

受講生をキャンパスに迎え入れる、本館の時計塔。時計は、１９１９年にレンガ造りの建物
群が完成した時に設置された、英デント社（英国議会のビックベンの時計を作ったメー
カー）製の分銅式のものです。
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立教大学チャプレン　宮�　光先生 立教大学図書館長　中村　百合子先生
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　取材にあたっては立教学院展示館の豊田雅幸先生のご協力をいただきました。
　ＲＳＳＣの素晴らしさを伝えたいという委員会の熱意が読者の皆様に伝わりますように。
　写真は後列左から舘林信、中村昌司、柴田稜威夫、福田剛、庄司弘、湯本則子、
　前列左から山口惠子、黒木龍三先生、鈴木正男先生、五十嵐訓子　です。
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